
注　　　意

２０２２年度
２限目

【一般選抜前期Ｂ日程 /共通テストプラス方式（１日目）】

２　　限　　目

２．問題冊子は１部，解答用紙は１枚です。

１．試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

５．解答用紙には解答欄のほかに次の記入欄があります。
　　（１）受験番号欄
　　　　�受験番号を受験番号欄の上欄に算用数字で記入し，さらにその下のマーク欄にマークして

ください。なお，受験番号欄には，一般選抜前期 B日程の受験番号を記入してください
（一般選抜前期（共通テストプラス方式）の受験番号は記入しないこと）。

　　（２）解答科目選択欄
　　　　解答する科目を１つだけ○で囲み，さらにその下のマーク欄にマークしてください。
　　※�受験番号および解答した科目が正しくマークされていない場合は，採点できないことがあり

ます。

６．記入したマークを訂正する場合は，プラスチック製消しゴムで完全に消し，改めてマーク
してください（消しくずを残さないこと）。

４．解答は全てマークセンス方式です。マークは黒鉛筆（シャープペンシル可）
で右の例のように正しくマークしてください。 マーク例

７．解答用紙は折り曲げたり，汚したりしてはいけません。

８．解答用紙の※印欄はマークしてはいけません。

10．試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

９．問題冊子と解答用紙にページの落丁・乱丁および印刷の不鮮明な箇所や汚れなどがある場合は，
手を挙げて監督者に知らせてください。

３．出題科目，ページおよび選択方法は，下表のとおりです。

B 2 6

出題科目 ページ 選択方法
物理基礎・物理 １ 〜 ８

　解答科目は，選択できる
科目を受験票で確認のう
え，選択しなさい。

化学基礎・化学 ９ 〜 15
生物基礎・生物 17 〜 26
日本史Ｂ 27 〜 34
国　　語 国語 １〜国語20（うしろから始まります）
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（解答番号  ⑴   〜  �   ）

化学基礎・化学

　下記の（ア）～（コ）の記述（a）および（b）の正誤の組合せとして正しいものを次表から

それぞれ選びなさい。　　　（20点）

1 2 3 4

（a） 正 正 誤 誤

（b） 正 誤 正 誤

（ア）	（a）	 塩化ナトリウムは単体である。

	 （b）	 ドライアイスは混合物である。	  �  　　　　

（イ）	（a）	 14C は 14N より中性子が 1つ多い。

	 （b）	 14C と 14N は同位体である。	  � 　　　　

（ウ）	（a）	 He の価電子は 2個である。

	 （b）	 Ar の最外殻電子の数は 18 個である。	  �  　　　　

（エ）	（a）	 １ 個の 12C の質量は，12 g をアボガドロ数で割ると求められる。

	 （b）	 モル質量の単位は，mol/g である。	  � 　　　　

（オ）	（a）	 二酸化炭素（CO2）は共有結合の結晶を形成する。

	 （b）	 石英（SiO2）は分子結晶である。	  �  　　　　

（カ）	（a）	 標準状態におけるO2 と N2 の １ mol の体積はともに 22 .4 L である。

	 （b）	 標準状態におけるO2 と N2 の密度は等しい。	  �  　　　　

Ⅰ

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

必要があれば次の原子量を用いなさい。

H = 1 .0，C = 12，N = 14，O = 16，Ag = 108
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（キ）	（a）	 溶解度は一般的に溶媒 1 kg に溶かすことのできる物質の質量で表される。

	 （b）	 �25℃において 1 mol/L の CuSO4 水溶液 1 L に含まれる H2O の質量は 1000 g

である。	  �  　　　　

 

（ク）	（a）	 NH4Cl 水溶液は酸性を示す。

	 （b）	 NaHCO3 水溶液は塩基性を示す。	  	  �   　　　　

（ケ）	（a）	 液体から固体への状態変化を凝縮という。

	 （b）	 固体が直接気体になる状態変化を昇華という。	  	  �   　　　　

（コ）	（a）	 He は Ar よりイオン化エネルギーが大きい。

	 （b）	 Li は Cよりイオン化エネルギーが小さい。	  	  �   　　　　

 

⑺

⑻

⑼

⑽
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　次の文章を読んで下記の各問いに答えなさい。　　　（25点）

　酢酸エチルの加水分解反応は，塩酸から供給されるH+ が　　　　としてはたらくため�

加速される。

　　　CH3COOC2H5　+　H2O　
H+ 　CH3COOH　+　C2H5OH

この反応速度 vは，反応速度定数を kとすると，酢酸エチルに対して水が過剰にあるため，

　　　v = k［CH3COOC2H5］

と酢酸エチルのモル濃度だけで表せる。

　この加水分解反応の反応速度（分解速度）および反応速度定数を決めるために，次の実験を

行った。

　温度を一定に保ちながら，
（ア）
希塩酸に一定量の酢酸エチルを加え，よくかき混ぜながら�

反応を開始した。反応開始時における反応液中の酢酸エチルのモル濃度は0 .20 mol/Lであった。

反応開始後， 5 分毎に 60分間，反応液 5 .0 mL を　　　　で取り出し，これをすばやく

0 .10 mol/L の NaOH水溶液を用いて中和滴定した。結果を下の図に示す。なお，反応液は

多量にあり，反応液を取り出したことによる反応速度への影響はないものとする。

 

反応時間〔分〕

N
aO
H
水
溶
液
の
滴
下
量
〔
m
L〕

32

31

30

29

28

27

26

25

1

0
0 10 20 30 40 50 60

Ⅱ

⑾

⑿
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問 １　空欄　　　　に当てはまる語句を選びなさい。

　　　活物質	 　　均一触媒	 　　酵素	 　　光触媒	 　　不均一触媒

問 ２　空欄　　　　に当てはまる最も適当な実験器具を選びなさい。

　　　駒込ピペット	 　　試験管		  　　ビュレット

　　　ホールピペット	 　　ろうと

問 ３　下線部（ア）の希塩酸のモル濃度は何mol/L か。

� 0 .　　　　　　　　mol/L

　　　 1	  　　 2 	 　　 3 	 　　 4 	 　　 5 	 　　 6 	 　　 7 	 　　 8	  　　 9	  　　 0

問 ４ �　ある時刻 t1 から別の時刻 t2 の間における酢酸エチル（A），酢酸（B），エタノール（C）の

それぞれのモル濃度変化 D［A］，D［B］，D［C］の関係式として正しいものを選びなさい。

� 　　　　

　　　D［A］= D［B］＋D［C］	 　　D［A］= D［B］−D［C］	 　　D［A］= D［C］−D［B］

　　　D［A］=−D［B］−D［C］	 　　D［A］= D［B］= D［C］	 　　D［A］=−D［B］=−D［C］

問 ５　反応開始後 0～ 25 分間の酢酸エチルの平均分解速度は何mol/（L・min）か。

� 　　　　 .　　　　×10−3 mol/（L・min）

　　　 1	  　　 2 	 　　 3 	 　　 4 	 　　 5 	 　　 6 	 　　 7 	 　　 8	  　　 9	  　　 0

問 ６ �　問 ５の平均分解速度を反応開始時の分解速度とみなした時，反応速度定数 kは何 /min

か。� 　　　　 .　　　　×10−2/min

　　　 1	  　　 2 	 　　 3 	 　　 4 	 　　 5 	 　　 6 	 　　 7 	 　　 8	  　　 9	  　　 0

⑾

1 2 3 4 5

⑿

1 2 3

4 5

⒀ ⒁

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

⒂

1 2 3

4 5 6

⒃ ⒄

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

⒅ ⒆

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0



― 13 ―

　 次の（ア）～（ウ）の重合反応と，高分子化合物 A～ Dに関する下記の各問いに答えな

さい。　　　（27点）

重合反応（ア）

O
C

HO （CH2）4
H2N+ （CH2）6 NH2

高分子化合物 A

O
C

O
C

O
C N
H

N
H

（CH2）4 （CH2）6OH n

nn

重合反応（イ）

H2C
CH2 CH2 NH

CH2 CH2 C
O

高分子化合物 B

N C
O

（CH2）5
H

n

n

重合反応（ウ）

CH2
H2C

X

C
H

CH2
C
H

H
C

C
H

R

R

C
H

CH2 CH2

C
H

H
C

H
CCH2 CH2

H
CCH2

CH2

高分子化合物 C
高分子化合物 D

（R=CH2N
＋（CH3）3OH

－）
（R=SO3H）

n

l + m

問 １　反応（ア）～（ウ）の最も適当な重合反応の種類をそれぞれ選びなさい。

� （ア）：　　　　，（イ）：　　　　，（ウ）：　　　　 

　　　開環重合	 　　共重合	 　　縮合重合	 　　付加重合	 　　付加縮合

問 ２ �　高分子化合物 Aの平均分子量が 3 .39×10 6 であった。この高分子 1分子中には平均で

何個のアミド結合が含まれるか。� 　　　　 .　　　　× 10 4 個

　　　 1	  　　 2 	 　　 3 	 　　 4 	 　　 5 	 　　 6 	 　　 7 	 　　 8	  　　 9	  　　 0

 

Ⅲ

⒇ � �

1 2 3 4 5

� �

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0
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問 ３ �　下図のように，アニリン，グルコースおよびフェノールが溶けている水溶液を高分子�

化合物 C，もしくは Dをつめたカラムに順番に通して，流出液 b～ dを得た。さらし粉を

加えると赤紫色に，あるいは塩化鉄（Ⅲ）水溶液を加えると青～赤紫色に呈色する化合物を

含む流出液として最も適当なものをそれぞれ選びなさい。

� さらし粉で呈色：　　　　，塩化鉄（Ⅲ）水溶液で呈色：　　　　 

　　　流出液 b		  　　流出液 c		  　　流出液 d

アニリン，グルコース，
フェノールが溶けている
水溶液

高分子化合物 C

高分子化合物 D

水 塩酸

水 水酸化ナトリウム水溶液

ガラスウール

流出液 a

流出液 a

流出液 b

流出液 d流出液 c

問 ４ �　高分子化合物 Cをつめたカラムに，0 .50 mol/L の塩化バリウム水溶液 10 mLを通した

後，蒸留水で洗浄して 100 mL の流出液を得た。25℃における，この流出液の pHに�

最も近い数値を選びなさい。ただし，高分子化合物 Cは塩化バリウムに対して十分な

量を用いたものとする。 � 　　　　

　　　 2 	 　　 3 	 　　 4 	 　　 5 	 　　 6 	 　　 9	  　　10	 　　11	 　　12	 　　13

� �

1 2 3

�

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0
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　金属イオンAg+，Cu2+，Pb2+ および Zn2+を含む混合水溶液から，次の実験操作1〜 4により

各金属イオンをそれぞれ分離することができた。下記の各問いに答えなさい。　　　（28点）

操作 １：この水溶液に過剰量の　　　　を加えると沈殿 Aが生じたのでろ過した。（ろ液 a）

操作 ２：ろ液 aに過剰量の　　　　を加えると沈殿 Bが生じたのでろ過した。（ろ液 b）

操作 ３：ろ液 bに硫化水素を通じると，沈殿 Cを生じたのでろ過した。（ろ液 c）

操作 ４：�ろ液 cに水酸化ナトリウム水溶液を加えてアルカリ性にしたのち，さらに硫化水素

を通じると沈殿 Dを生じた。

問 １　空欄　　　　および　　　　に当てはまる最も適当な試薬をそれぞれ選びなさい。

　　　希硫酸			   　　希塩酸			   　　希硝酸

　　　水酸化ナトリウム水溶液	 　　アンモニア水

問 ２　沈殿 A，Bおよび Cに含まれる元素として最も適当なものをそれぞれ選びなさい。

� 沈殿 A：　　　　，沈殿 B：　　　　，沈殿 C：　　　　

　　　Ag	 　　Cu	 　　Pb	 　　Zn

問 ３ 　沈殿 A，Cおよび Dの色として最も適当なものをそれぞれ選びなさい。

� 沈殿 A：　　　　，沈殿 C：　　　　，沈殿 D：　　　　

　　　白色	 　　黒色	 　　褐色	 　　黄色	 　　緑白色	 　　青白色

問 ４ �　Cu2+ または Pb2+ を含む水溶液に特徴的な反応として最も適当なものをそれぞれ選び

なさい。� Cu2+：　　　　，Pb2+：　　　　

　　　銀片を入れると金属が析出する。

　　　青緑色の炎色反応を示す。

　　　ヘキサシアニド鉄（Ⅲ）酸カリウムを加えると濃青色の沈殿を生じる。

　　　チオシアン酸カリウム水溶液を加えると血赤色になる。

　　　クロム酸カリウム水溶液を加えると黄色の沈殿を生じる。

問 ５ �　5 .00×10−4 mol/L の硝酸銀水溶液 20 .0 mL に水酸化ナトリウム水溶液を加えて，�

すべての銀イオンを沈殿させた。この沈殿の質量は何mgか。

	�  　　　　 .　　　　　　　　mg

　　　 1	  　　 2 	 　　 3 	 　　 4 	 　　 5 	 　　 6 	 　　 7 	 　　 8	  　　 9	  　　 0

Ⅳ

�

�

� �

1 2 3

4 5

� � �

1 2 3 4

� � �

1 2 3 4 5 6

� �

1

2

3

4

5

� � �

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0
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